
3年分（3t/10a）の堆肥をまとめて施用します（散布労力の省力化）。
土壌分析をして、不足する肥料成分のみを化学肥料で補う方法で、
タマネギ-水稲-ダイズの輪作体系での試験を行っています。

牛糞堆肥を活用した肥料コスト
低減対策技術の確立に取り組んでいます

肥料が高くて大変…
肥料費を安くできる方法はないかな？

リン酸、カリが豊富に含まれる
牛糞堆肥を活用されてどうですか？
現在取り組んでいる試験をご紹介します。

▶肥料費

堆肥施用直後の様子

Nのみ2/3施肥 Nのみ1/2施肥

100

2       4        6

N基準、P2/3、K1/2 施肥

99

（t/10a）

（対慣行）

８１

10       20      30
（千円/10a）

堆肥＋化学肥料

化学肥料のみ（慣行）

102

0        4           8 0.2    0.4     0.6

１９

20    40    60  

３２

化学肥料のみ

堆肥＋化学肥料

0      10      20      30

1作（タマネギ） 2作（水稲） 3作（タマネギ）

▶収量

R4 R7

秋冬作 春夏作 秋冬作 春夏作 秋冬作 春夏作

（1作） （2作） （3作） （4作） （5作） （6作）

水稲 ダイズ

ダイズ 水稲
タマネギ 水稲 タマネギ タマネギ

R5 R6

現在、堆肥施用2年3作目まで終了しており、収量は慣行の化学肥料単用
と同程度、肥料費も大幅に削減できることが明らかになっています。

佐賀県農業試験研究センター 環境農業部 土壌・肥料研究担当
Saga Pref. Agr. Res. Center

Tel：0952(45)8808  Fax：0952(45)8801
Mail：nougyoushikensenta@pref.saga.lg.jp
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